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	熱中症に注意しよう
	　　　　　　　★WBGT(暑さ指数)とは？★ 気温・湿度・日差し等から計算される熱中症の危険度です。気温が低めでも、WBGTが高い日は注意しましょう。
	暑さ指数 (WBGT)
	・運動は原則禁止

	熱中症の症状
	保健委員会による放送
	～放送した歯のクイズ～
	Q1.むし歯予防のために、水道水にフッ化物(フッ素) 　 を加えている国はどれでしょうか。
	Q2.歯磨きをした後に何回うがいをするのが良いでしょうか。
	Q3.歯ブラシはどのくらいの頻度で交換するのが良いでしょうか。

	～クイズの答え～
	Q1.　A.➁オーストラリア 　オーストラリアでは、水道水にフッ化物を適切な量だけ加える「水道水フロリデーション」が行われており、むし歯予防の効果があるそうです。日本では行われていないので、歯磨き粉やフッ化物洗口をしっかりと行い、むし歯を予防しましょう！
	Q2.　A.➀１回 　歯磨き粉に含まれるフッ化物が歯を強くし、むし歯予防につながります。何度もうがいをすると、フッ化物が流れてしまうので、うがいは少ない方が良いとされています。
	Q3.　A.➁１～２か月に１回 　歯ブラシは毎日使ううちに毛先が広がり、歯の汚れを落とす力が弱くなってきます。見た目がきれいでも１～２か月に１回交換するのが目安とされています。


	保護者の皆様へ
	スマホ・タブレットのルールを決めよう！

